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信

徒

信

徒

信

徒

信

徒

をををを

脅脅脅脅

す

た

め

に

す

た

め

に

す

た

め

に

す

た

め

に

「「「「

開

眼

開

眼

開

眼

開

眼

」」」」

をををを

強

調

強

調

強

調

強

調

しししし

、、、、

か

え

っ

て

か

え

っ

て

か

え

っ

て

か

え

っ

て

本

尊

本

尊

本

尊

本

尊

のののの

意意意意

義義義義

をををを

狂狂狂狂

わ

せ

る

わ

せ

る

わ

せ

る

わ

せ

る

宗

門

宗

門

宗

門

宗

門    

 

大

聖

人

の

当

時

、

「

開

眼

」

の

儀

式

は

僧

侶

の

重

要

な

「

収

入

源

」

と

な

っ

て

い

た

。

そ

の

た

め

、

ど

こ

の

宗

派

も

「

真

言

」

を

用

い

て

「

開

眼

」

の

仏

事

を

行

っ

て

い

た

。

 

 

「

法

華

経

」

を

依

経

と

す

る

天

台

宗

も

同

じ

で

、

布

施

を

取

る

た

め

に

、

教

義

的

に

謗

法

で

あ

る

は

ず

の

「

真

言

」

を

用

い

て

、「

開

眼

」

の

仏

事

を

行

い

、

そ

の

こ

と

が

、

天

台

宗

が

謗

法

に

染

ま

っ

た

一

因

で

も

あ

っ

た

。 

 

そ

の

こ

と

を

大

聖

人

は

「

報

恩

抄

」

で

次

の

よ

う

に

仰

せ

だ

。 

「

天

台

宗

の

人

人

画

像

木

像

の

開

眼

の

仏

事

を

ね

ら

は

ん

が

た

め

に

日

本

一

同

に

真

言

宗

に

お

ち

て

天

台

宗

は

一

人

も

な

き

な

り

」（

御

書

三

〇

九

頁

） 

 

す

な

わ

ち

、

天

台

宗

の

人

々

は

信

徒

か

ら

布

施

を

取

る

こ

と

に

躍

起

に

な

っ

て

「

開

眼

の

仏

事

」

を

行

い

、

そ

の

結

果

、

謗

法

の

宗

と

化

し

て

し

ま

っ

た

。 

今

の

宗

門

も

原

理

は

同

じ

だ

。

宗

門

事

件

が

起

こ

る

ま

で

は

、

本

尊

の

「

開

眼

」

な

ど

、

宗

内

で

誰

も

耳

に

し

な

か

っ

た

。

と

こ

ろ

が

、

創

価

学

会

が

本

尊

授

与

を

始

め

た

途

端

に

、

「

開

眼

が

必

要

」

と

言

い

だ

し

た

。

彼

ら

は

、

信

徒

を

脅

す

た

め

に

「

開

眼

」

と

い

う

言

葉

を

利

用

し

、

か

え

っ

て

御

本

尊

の

意

義

を

狂

わ

せ

て

し

ま

っ

て

い

る

。 

 ●●●●

御

本

尊

御

本

尊

御

本

尊

御

本

尊

はははは

開

眼

開

眼

開

眼

開

眼

す

る

す

る

す

る

す

る

側側側側

で

あ

り

で

あ

り

で

あ

り

で

あ

り

、、、、

開

眼

開

眼

開

眼

開

眼

さ

れ

る

も

の

で

は

な

い

さ

れ

る

も

の

で

は

な

い

さ

れ

る

も

の

で

は

な

い

さ

れ

る

も

の

で

は

な

い    

 

御

書

の

中

に

は

、

御

本

尊

の

開

眼

に

つ

い

て

は

全

く

述

べ

ら

れ

て

い

な

い

。

な

ぜ

な

ら

、

大

聖

人

は

、 

「

法

華

経

の

題

目

は

一

切

経

の

神

・

一

切

経

の

眼

目

な

り

」

（

同

一

〇

六

〇

頁

） 

「

今

末

法

に

入

っ

て

、

眼

と

は

所

謂

未

曾

有

の

大

曼

荼

羅

な

り

、

此

の

御

本

尊

よ

り

外

に

は

眼

目

無

き

な

り

」

（

同

八

四

一

頁

） 

と

仰

せ

で

あ

り

、

御

本

尊

自

体

が

、

仏

の

眼

目

で

あ

り

、

魂

そ

の

も

の

で

あ

る

か

ら

で

あ

る

。

ゆ

え

に

、

他

宗

の

仏

像

の

よ

う

な

開

眼

の

儀

式

な

ど

は

一

切

、

必

要

な

い

。 

 

宗

門

は

『

木

絵

二

像

開

眼

之

事

』

等

を

引

用

し

て

、

〃

本

尊

に

は

開

眼

が

必

要

〃

と

躍

起

に

な

っ

て

い

る

が

、

大

聖

人

が

仰

せ

に

な

っ

て

い

る

の

は

、「

木

絵

の

開

眼

は

法

華

経

に

よ

る

」

と

い

う

こ

と

だ

。 

す

な

わ

ち

、「

法

華

経

」

と

は

「

御

本

尊

」

の

こ

と

で

あ

り

、

あ

く

ま

で

も

御

本

尊

は

木

絵

を

開

眼

す

る

側

で

あ

り

、

他

の

も

の

に

開

眼

さ

れ

る

べ

き

も

の

で

は

な

い

。 

と

こ

ろ

が

、

今

の

宗

門

の

言

い

分

で

は

、

法

主

が

御

本

尊

を

開

眼

す

る

立

場

に

な

り

、

御

本

尊

、

大

聖

人

よ

り

も

上

に

な

っ

て

し

ま

う

。

何

と

い

う

慢

心

で

あ

ろ

う

か

。 

 

●

「「「「

明

鏡

明

鏡

明

鏡

明

鏡

た

る

た

る

た

る

た

る

本

尊

本

尊

本

尊

本

尊

」」」」

にににに

仲

介

者

仲

介

者

仲

介

者

仲

介

者

はははは

必

要

必

要

必

要

必

要

な

い

な

い

な

い

な

い    

 

大

聖

人

は

「

明

鏡

た

る

本

尊

」

（

御

書

七

六

三

頁

）

と

仰

せ

で

あ

る

。

衆

生

の

胸

中

の

御

本

尊

を

映

し

出

す

「

明

鏡

」

で

あ

っ

て

こ

そ

、

仏

界

涌

現

と

い

う

即

身

成

仏

の

功

徳

を

生

ず

る

。

も

し

、

「

開

眼

」

の

儀

式

を

言

う

の

な

ら

、

そ

の

人

の

強

盛

な

信

心

唱

題

こ

そ

、

「

開

眼

」

で

あ

る

。 

 

肝

心

な

こ

と

は

、

大

聖

人

の

教

え

に

従

う

正

し

い

信

心

で

あ

り

、

そ

こ

に

、「

法

主

の

許

可

」「

開

眼

」

と

い

う

仲

介

な

ど

必

要

な

い

。 

 ●

日

達
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法

主

日

達

法

主

日

達

法

主

のののの

時

代

時

代

時

代

時

代

はははは

、、、、

豊

島

豊

島

豊

島

豊

島

区区区区
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法

道

院

法

道

院

法

道

院

法

道

院

か

ら

か

ら

か

ら

か

ら

御

本

尊

御

本

尊

御

本

尊

御

本

尊

をををを

発

送

発

送

発

送

発

送    

 

昭

和

三

十

年

代

に

授

与

さ

れ

て

い

た

日

寛

上

人

の

御

形

木

御

本

尊

は

、

東

京

・

池

袋

の

法

道

院

で

印

刷

し

、

全

国

の

末

寺

に

直

接

、

発

送

さ

れ

て

い

た

。

宗

門

が

言

う

よ

う

な

、

本

山

で

の

法

主

の

開

眼

な

ど

御

形

木

御

本

尊

に

つ

い

て

は

全

く

行

わ

れ

て

い

な

か

っ

た

。

そ

れ

は

日

達

法

主

の

時

代

ま

で

続

い

て

い

た

。

日

顕

の

代

に

な

り

、

本

山

に

御

本

尊

を

扱

う

「

第

三

課

」

と

い

う

部

署

が

出

来

た

。

し

か

し

、

御

本

尊

の

印

刷

は

、

外

部

の

印

刷

会

社

が

行

っ

て

い

る

。 

そ

し

て

印

刷

会

社

が

運

ん

で

来

た

御

本

尊

を

僧

侶

が

印

刷

の

状

態

を

確

認

し

て

箱

に

詰

め

、

各

末

寺

に

運

送

会

社

を

使

っ

て

発

送

し

て

い

る

。

そ

の

際

に

、

「

開

眼

」

な

ど

の

特

別

な

儀

式

な

ど

し

て

い

な

い

。

こ

れ

が

歴

史

的

事

実

で

あ

る

。

（

続

く

） 
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